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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
（
返
却
不
可
）、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
（
英
文
表
記
も
）・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
（
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

書
の
散
歩
道

週
刊

N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先
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リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
新
元
良
一
校
長
）
全
日
課

程
幼
児
部
は
10
日
、
和
太
鼓
と

ダ
ン
ス
に
よ
る
リ
ズ
ム
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
「
鼓
舞
」

を
招
き
、
芸
術
鑑
賞
会
を
開
催

し
た
。
今
回
は
併
設
さ
れ
て
い

る
フ
レ
ン
チ
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク

ー
ル
の
子
ど
も
た
ち
も
参
加

し
、
芸
術
の
秋
を
満
喫
し
た
。
　

　
き
ら
び
や
か
な
衣
装
を
身
に

ま
と
っ
た
５
人
の
女
性
が
登
場

し
、
勢
い
よ
く
演
奏
を
始
め
る

と
、
迫
力
あ
る
太
鼓
の
音
と
リ

ズ
ム
に
子
ど
も
た
ち
は
圧
倒
さ

れ
た
が
、
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
、

太
鼓
に
合
わ
せ
て
手
を
た
た
い

た
り
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
体
を
動

か
し
始
め
た
。
太
鼓
の
演
奏
の

み
な
ら
ず
、
三
味
線
、
歌
、
ダ

ン
ス
と
次
々
と
繰
り
広
げ
ら
れ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
子
ど
も

も
大
人
も
魅
了
さ
れ
た
。
演
奏

後
は
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
が

太
鼓
を
た
た
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
時
間
が
設
け
ら
れ
た
。
初

め
て
手
に
取
る
長
い
バ
チ
に
子

ど
も
た
ち
は
と
て
も
感
動
し
た

様
子
で
、
リ
ー
ダ
ー
の
指
揮
の

も
と
、
自
分
の
体
よ
り
も
大
き

な
太
鼓
の
演
奏
を
楽
し
ん
だ
。

芸術鑑賞会
和太鼓グループ「鼓舞」招き

リセ・ケネディ日本人学校

　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校 

幼
稚
園
部
（
濟
藤
和
彦
校
長
）

は
６
日
、
水
墨
画
体
験
講
習
会

を
開
催
し
た
。
日
本
画
家
の
太

田
美
奈
子
先
生
か
ら
墨
の
濃
淡

を
使
っ
た
筆
使
い
を
習
い
、
色

の
あ
る
西
洋
画
と
墨
の
濃
淡
で

作
ら
れ
た
水
墨
画
を
見
比
べ

た
。
墨
の
白
黒
の
世
界
を
通
じ

て
、
奥
行
き
と
広
が
り
を
見
る

と
い
う
水
墨
画
独
特
の
作
品
は

想
像
力
を
働
か
せ
て
作
品
を
見

て
み
る
こ
と
を
学
ん
だ
。初
め
、

子
供
た
ち
は
画
用
紙
に
一
筆
を

入
れ
る
の
に
緊
張
し
た
様
子
だ

っ
た
が
、
後
半
に
は
、
大
胆
に

そ
れ
ぞ
れ
の
味
の
あ
る
水
墨
画

作
成
に
挑
ん
だ
。
竹
笹
、
雪
う

さ
ぎ
を
仕
上
げ
、
最
後
は
自
由

な
発
想
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を

各
自
描
き
上
げ
た
。
筆
を
画
用

紙
い
っ
ぱ
い
に
走
ら
せ
、
堂
々

と
竹
の
節
を
描
い
た
り
、
濃
い

墨
で
茎
や
葉
っ
ぱ
を
描
き
、
墨

の
濃
淡
の
世
界
を
堪
能
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
に
あ
るA

lto

日
本
語
補

習
校
（
中
村
健
人
校
長
）
で
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
の
発
表
会

が
行
わ
れ
た
。A

lto

日
本
語

補
習
校
は
、
国
語
・
算
数
の
学

習
の
ほ
か
、
自
分
の
学
習
成
果

を
ま
と
め
て
発
表
し
た
り
、
仲

間
と
協
力
し
て
作
り
上
げ
た
り

す
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い

う
活
動
を
設
け
て
い
る
。

　
土
曜
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
ス

ク
ー
ル
部
門
は
、
低
学
年
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
な
ぞ
の
生
き
物

図
鑑
」
の
発
表
会
を
行
っ
た
。

毎
週
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
時
間

で
、
子
ど
も
た
ち
は
ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
す
、
生
き
物
の
生
態
を

考
え
て
ま
と
め
る
、
図
鑑
を
作

る
、
発
表
の
練
習
を
す
る
、
と

準
備
を
進
め
て
き
た
。
発
表
会

当
日
は
、
高
学
年
の
児
童
や

保
護
者
も
会
場
に
集
ま
っ
た
。

「
こ
れ
は
〇
〇
と
い
う
生
き
物

で
す
。
〜
す
る
生
き
物
で
す
」

と
自
分
が
作
り
出
し
た
生
き
物

を
発
表
し
て
い
く
。
緊
張
し
た

面
持
ち
で
あ
っ
た
も
の
の
、
し

っ
か
り
発
表
を
や
り
遂
げ
た
子

や
、
仲
間
の
図
鑑
を
持
っ
て
積

極
的
に
発
表
の
手
伝
い
を
し
た

子
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
頑
張
り

が
見
ら
れ
た
。
会
場
で
は
熱
心

に
発
表
に
聞
き
入
る
児
童
や
、

温
か
く
見
守
る
保
護
者
の
姿
が

見
ら
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で

締
め
く
く
ら
れ
た
。
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